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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第２区分
【発行日】令和3年12月16日(2021.12.16)

【公開番号】特開2021-126704(P2021-126704A)
【公開日】令和3年9月2日(2021.9.2)
【年通号数】公開・登録公報2021-041
【出願番号】特願2021-77395(P2021-77395)
【国際特許分類】
   Ｂ２３Ｋ  35/26     (2006.01)
   Ｃ２２Ｃ  13/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ２３Ｋ   35/26     ３１０Ａ
   Ｃ２２Ｃ   13/00     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和3年11月5日(2021.11.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　質量％で、０．１～４．５％のＡｇと、０．２０～０．８５％のＣｕと、０．００５～
０．０９０％のＮｉと、０．０００５～０．００９０％のＧｅと、残部がＳｎからなる合
金組成を有し、前記合金組成は下記（１）式および下記（２）式を満たすことを特徴する
鉛フリーかつアンチモンフリーのはんだ合金。
　０．００３　＜　（Ａｇ＋Ｃｕ＋Ｎｉ）×Ｇｅ　＜　０．０２３　　　　（１）式
　（Ｓｎ／Ｃｕ）×（Ｎｉ×Ｇｅ）／（Ｎｉ＋Ｇｅ）　＜　０．４９　　　（２）式
　上記（１）式および上記（２）式中、Ａｇ、Ｃｕ、Ｎｉ、Ｇｅ、およびＳｎは、各々前
記合金組成の含有量（質量％）である。
【請求項２】
　前記合金組成は、質量％で、０．０００５～０．００４５％のＧｅを含有する、請求項
１に記載の鉛フリーかつアンチモンフリーのはんだ合金。
【請求項３】
　前記合金組成は、質量％で、Ｍｎ、Ｐｄ、Ｐ、Ａｕ、Ｐｔ、Ｃｒ、Ｆｅ、Ｃｏ、Ｖ、Ｍ
ｏ、およびＮｂからなる群から選択される１種以上を、各々０．０１％を上限として含有
する、請求項１または２に記載の鉛フリーかつアンチモンフリーのはんだ合金。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれか１項に記載の鉛フリーかつアンチモンフリーのはんだ合金から
なるはんだボール。
【請求項５】
　平均粒径が１～１０００μｍである、請求項４に記載のはんだボール。
【請求項６】
　真球度が０．９５以上である、請求項４または５に記載のはんだボール。
【請求項７】
　真球度が０．９９以上である、請求項４または５に記載のはんだボール。
【請求項８】
　請求項４～７のいずれか１項に記載のはんだボールを用いて形成されたＢａｌｌ　Ｇｒ
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ｉｄ　Ａｒｒａｙ。
【請求項９】
　請求項１～３のいずれか１項に記載の鉛フリーかつアンチモンフリーのはんだ合金を用
いてなるはんだ継手。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
　（１）質量％で、０．１～４．５％のＡｇと、０．２０～０．８５％のＣｕと、０．０
０５～０．０９０％のＮｉと、０．０００５～０．００９０％のＧｅと、残部がＳｎから
なる合金組成を有し、合金組成は下記（１）式および下記（２）式を満たすことを特徴す
る鉛フリーかつアンチモンフリーのはんだ合金。
　０．００３　＜　（Ａｇ＋Ｃｕ＋Ｎｉ）×Ｇｅ　＜　０．０２３　　　　（１）式
　（Ｓｎ／Ｃｕ）×（Ｎｉ×Ｇｅ）／（Ｎｉ＋Ｇｅ）　＜　０．４９　　　（２）式
　上記（１）式および上記（２）式中、Ａｇ、Ｃｕ、Ｎｉ、Ｇｅ、およびＳｎは、各々合
金組成の含有量（質量％）である。
 
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５４】
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【表１】
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